
２
月
11
日
「
労
安
活
動
・

職
業
病
対
策
委
員
会
」
に
８

単
組
９
人
が
参
加
。
16
年
に

始
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
◎

一
覧
表
を
完
成
さ
せ
、
◎
当

委
員
会
で
職
場
改
善
に
つ
な

げ
る
集
団
分
析
の
方
法
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
項
目
な
ど

全
国
の
と
り
く
み
に
学
び
組

合
か
ら
提
示
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

続
い
て
『
労
安
活
動
学
習

会
』
に
は
13
単
組
支
部
26
人

が
参
加
。
講
師
の
田
頭
愛
美

さ
ん
（
県
本
部
女
性
部
長
）

が
「
メ
ン
タ
ル
不
調
の
要
因
、

ス
ト
レ
ス
に
は
『
長
時
間
・

過
重
労
働
』
『
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
』
『
努
力
が
報
わ
れ
な
い

仕
事
』
な
ど
が
あ
り
、
疲
労

蓄
積
は
メ
ン
タ
ル
や
睡
眠
不

足
、
睡
眠
障
害
な
ど
引
き
起

こ
す
」
「
『
今
の
自
分
』
を

知
り
、
『
気
晴
ら
し
』
を
見

つ
け
る
こ
と
が
必
要
」
な
ど

「
ス
ト
レ
ス
を
改
善
し
、
職

場
と
労
働
者
の
実
態
を
一
番

把
握
で
き
る
労
働
組
合
が
と

り
く
む
課
題
」
を
提
起
し
ま

し
た
。

県
本
部
は
積
雪
の
２
月
11

日
「
２
０
１
７
中
央
委
員
会
」

を
開
催
し
20
単
組
支
部
45
人

が
参
加
。
『
秋
季
年
末
闘
争

の
経
過
と
教
訓
』
『
中
間
決

算
と
監
査
報
告
』
を
承
認
し
、

『
春
闘
～
夏
季
の
要
求
実
現

と
組
織
強
化
拡
大
の
方
針
』

を
採
択
。
『
県
本
部
財
政
強

化
に
向
け
て
』
を
討
議
提
案
。

討
論
で
は
、
女
性
部
・
青
年

部
・
元
周
病
職
員
裁
判
原
告

と
16
単
組
支
部
の
19
人
が
発

言
し
ま
し
た
。
（
以
下
発
言

抜
粋
要
約
・
文
責
県
本
部
）

【
新
居
浜
】
職
場
会
に
管
理

職
も
参
加
し
、
人
員
要
求
が

最
重
点
。
岡
山
市
方
式
を
参

考
に
育
休
代
替
正
規
配
置
を

求
め
て
い
く
。
【
西
条
】
１

月
春
闘
要
求
書
を
提
出
し
、

市
長
の
交
渉
出
席
を
求
め
て

い
る
。
新
採
全
員
の
組
合
加

入
め
ざ
し
準
備
す
る
。
【
今

治
】
非
正
規
職
員
が
組
合
加

入
し
交
渉
参
加
し
「
声
」
を

伝
え
、
賃
金
改
善
が
前
進
し

た
。
常
に
「
職
場
の
声
」
を

集
め
、
組
合
の
必
要
性
が
伝

わ
り
つ
つ
あ
る
。
【
松
山
】

10
年
以
上
採
用
が
な
い
現
業

正
規
採
用
を
最
重
点
に
労
使

協
議
す
す
め
て
い
る
。
【
東

温
】
『
え
ひ
め
国
体
』
で
想

定
さ
れ
る
代
休
取
得
を
要
求

し
て
い
く
。
【
内
子
】
昨
年

『
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
で

に
組
合
員
86
％
が
協
力
。
若

手
職
員
の
病
休
や
退
職
が
あ

り
、
人
員
増
と
職
場
ケ
ア
を

要
求
し
て
い
く
。
【
西
予
】

共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
加
入

者
が
５
倍
に
増
え
た
。

２
月
17
～
18
日
、
香
川
県

で
自
治
労
連
「
第
24
回
共
済

学
校
」
が
開
か
れ
、
全
国
３

０
０
人
余
（
愛
媛
15
人
）
が

参
加
。
「
共
済
を
『
保
険
』

で
は
な
く
『
運
動
』
に
、

『
オ
プ
シ
ョ
ン
』
で
は
な
く

『
組
合
活
動
の
柱
』
に
し
よ

う
！
」
と
全
国
の
共
済
活
動

を
交
流
。
と
り
わ
け
『
特
別

支
援
措
置
＝
組
合
員
全
員
プ

レ
ゼ
ン
ト
・
実
感
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
の
と
り
く
み
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
15
年
伊
予
・
西

予
・
津
島
、
16
年
今
治
・
松

山
・
内
子
で
実
施
し
た
愛
媛

の
『
特
別
支
援
措
置
』
の
経

験
が
、
高
知
県
室
戸
市
職
労
、

愛
知
県
長
久
手
市
職
労
、
大

阪
府
職
労
な
ど
に
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

新
居
浜
文
体
労
組
は
２
月

20
日
「
自
治
労
連
共
済
特
別

支
援
＝
実
感
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

説
明
会
を
実
施
。
県
本
部
前

川
書
記
が
「
支
援
措
置
の
内

容
」
を
説
明
し
、
実
際
に
自

分
の
『
加
入
申
込
書
』
に
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
な
が
ら
記

入
し
、
組
合
員
全
員
に
説
明

す
る
こ
と
を
確
認
。
職
場
が

点
在
す
る
組
合
員
を
訪
ね
、

職
場
要
求
な
ど
「
声
」
も
集

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
居
浜
社
協
労
組
は
２
月

24
日
「
自
治
労
連
共
済
実
感

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
打
ち
合
わ
せ

会
」
を
実
施
。
県
本
部
前
川

書
記
が
内
容
を
説
明
し
、

『
自
分
の
申
込
書
』
に
必
要

事
項
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら

記
入
。
「
こ
の
機
会
に
、
介

護
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
も
共
済

加
入
の
よ
び
か
け
を
し
よ
う
」

な
ど
、
具
体
的
に
担
当
・
日

程
な
ど
を
確
認
。
そ
れ
ぞ
れ

部
門
ご
と
に
仕
訳
し
、
と
り

く
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

２
月
25
日
、
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
部
『
反
核
へ
ん
ろ
・

愛
媛
コ
ー
ス
』
が
西
条
市
内

で
実
施
さ
れ
、
３
県
10
人
が

参
加
。
61
番
札
所
『
香
園
寺
』

を
ス
タ
ー
ト
し
、
62
番
『
宝

寿
寺
』
、
63
番
『
吉
祥
寺
』

を
ま
わ
り
、
そ
の
後
ス
ー
パ
ー

前
で
『
核
兵
器
廃
絶
・
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
』
を
集
め

ま
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん

ど
が
街
頭
で
の
署
名
集
め
は

初
め
て
の
経
験
で
、
短
時
間

で
し
た
が
、
知
人
に
も
声
を

か
け
10
筆
余
り
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（１） 第４８２号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 ３月１５日

第 ４８２ 号

日 程

【３月】
11 県本部拡大執行委員会
11 女性部幹事会
11 非正規公共評幹事会
12 東予地域春闘集会（今治）
16 春闘全国統一行動日
17 南予総支部代表者会議
18 現業評幹事会
18 保健師部会幹事会
28 医療介護評・県医労連な

ど愛媛労働局要請
【４月】
15 県本部拡大執行委員会
15 青年部幹事会
22 医療介護評幹事会

21～22（土日）
長時間労働ＮＯ！
人員増やして
いい仕事がしたい
自治労連交流集会

（静岡県伊東市）
【５月】
１ 第88回メーデー
３ ５・３愛媛憲法集会

※２月６～13日、県本部と単組連名で『春闘・年度末統一要求書』を全県で提出しました。

（写真上）久万高原町役場玄関

（写真下左から）内子町職、久万高原町職、今治水道労組、新居浜水道労組



四
国
中
央
市
職
労
は
２
月

18
日
「
青
年
部
ス
キ
ー
ス
ノ

ボ
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
雨
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
24
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
『
大
山
ス
キ
ー

場
』
に
行
く
予
定
が
『
恩
原

高
原
ス
キ
ー
場
』
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
か

ら
は
「
１
日
楽
し
く
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
日
ご
ろ
接
点
の
少
な
い
若

手
職
員
が
交
流
す
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

も
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
会

な
ど
を
通
し
て
、
職
場
を
越

え
た
組
合
員
相
互
の
交
流
の

場
を
つ
く
っ
て
い
け
る
と
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
居
浜
市
職
労
は
２
月
18

日
「
青
年
部
ス
キ
ー
ス
ノ
ボ

ツ
ア
ー
」
を
『
芸
北
国
際
ス

キ
ー
場
』
で
実
施
し
ま
し
た
。

直
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
あ
り

15
人
で
し
た
が
、
今
年
は
初

参
加
＆
初
挑
戦
の
方
も
お
り
、

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

通
し
て
先
輩
た
ち
と
の
交
流

も
深
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
は

雨
の
降
る
中
で
の
開
催
と
な

り
、
今
年
も
心
配
し
て
い
た

お
天
気
は
、
朝
は
晴
れ
、
昼

ご
ろ
か
ら
薄
く
雲
も
か
か
り

時
折
雪
の
ち
ら
つ
く
『
絶
好

の
ス
キ
ー
ス
ノ
ボ
日
和
』
に

な
り
ま
し
た
。
ケ
ガ
も
な
く
、

わ
い
わ
い
と
楽
し
い
ツ
ア
ー

に
な
り
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
２
月

18
日
「
青
年
部
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
」

を
『
久
万
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
』

で
開
催
。
楽
し
く
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
２
月

17
日
「
新
採
看
護
師
し
ゃ
べ

り
場
」
を
開
催
し
、
昨
年
４

月
採
用
新
採
と
先
輩
12
人
が

参
加
。
ま
ず
先
輩
臨
床
心
理

士
の
話
を
聞
き
、
次
に
全
員

で
『
エ
ゴ
グ
ラ
ム
チ
ェ
ッ
ク
』

を
実
施
。
「
自
分
に
不
足
し

て
い
る
の
は
」
と
か
「
看
護

師
に
向
い
て
い
る
か
」
な
ど

意
外
な
判
定
に
驚
い
た
り

「
当
た
っ
て
る
」
な
ど
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。
新
採
さ

ん
か
ら
出
た
「
職
場
で
の
問

題
や
悩
み
」
に
先
輩
が
「
こ

ん
な
時
は
こ
う
し
た
ら
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
。
こ
の
日
２
人

の
新
採
看
護
師
が
組
合
加
入
。

「
昨
年
４
月
組
合
説
明
会
で

『
考
え
ま
す
』
と
返
事
し
た

け
ど
、
職
場
先
輩
の
組
合
役

員
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
『
仕

事
を
続
け
る
た
め
に
も
入
っ

た
方
が
い
い
』
と
思
い
ま
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
定
期
的
に
「
何
で
も

話
せ
る
し
ゃ
べ
り
場
」
を
開

催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
予
市
職
労
女
性
部
は
２

月
21
日
『
女
性
の
健
康
と
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
』
に
つ

い
て
学
習
会
を
開
催
し
20
人

が
参
加
。
講
師
に
県
本
部
女

性
部
長
の
田
頭
愛
美
さ
ん

（
今
治
市
保
健
師
）
を
迎
え
、

『
女
性
の
体
の
し
く
み
』
を

も
と
に
『
年
代
別
に
お
こ
る

心
身
の
変
調
』
や
『
関
連
す

る
ス
ト
レ
ス
』
な
ど
を
学
習
。

講
師
か
ら
「
生
活
上
の
問
題

に
加
え
、
働
く
女
性
に
は

『
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
』
や

『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』
が
原
因

で
身
体
に
変
調
を
来
た
す
こ

と
も
あ
る
」
「
身
体
の
サ
イ

ク
ル
に
あ
わ
せ
て
仕
事
量
を

調
整
す
る
と
効
率
も
よ
く
な

り
、
自
分
の
心
身
を
守
れ
る
」

な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
。
参
加
者

か
ら
は
「
自
分
の
健
康
に
関

心
を
持
と
う
と
思
っ
た
」

「
も
っ
と
早
く
に
聞
き
た
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

新
居
浜
水
道
労
組
は
２
月

16
日
「
労
働
者
は
『
人
間
ら

し
く
生
き
働
き
た
い
』
だ
か

ら
『
労
働
組
合
』
」
を
テ
ー

マ
に
、
加
藤
前
委
員
長
を
講

師
に
昼
休
み
学
習
会
を
開
催

し
、
16
人
が
参
加
。
昼
食
は

水
道
労
組
で
は
恒
例
と
な
っ

た
『
お
寿
司
』
を
食
べ
ま
し

た
。
水
道
局
は
若
手
職
員
も

比
較
的
多
く
「
公
務
員
の
労

働
組
合
と
は
？
労
働
者
っ
て
？
」

と
い
っ
た
基
本
的
な
内
容
を

講
師
が
「
憲
法
」
や
「
労
働

基
準
法
」
を
交
え
な
が
ら
レ

ク
チ
ャ
ー
。
参
加
者
か
ら

「
『
憲
法
』
っ
て
大
事
だ
な
」

と
い
っ
た
意
見
や
感
想
が
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
『
労
働
組

合
と
憲
法
』
『
労
働
者
の
権

利
と
組
合
活
動
』
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

２
月
13
日
、
愛
媛
一
般
労

働
組
合
砂
田
工
業
分
会
「
解

雇
撤
回
裁
判
」
が
高
松
高
裁

で
勝
利
和
解
し
ま
し
た
。
報

告
集
会
で
弁
護
団
が
「
砂
田

工
業
は
今
治
造
船
の
下
請
け

で
、
当
時
香
川
県
多
度
津
市

の
工
場
撤
退
の
際
に
３
人
を

解
雇
。
仮
処
分
を
争
う
途
中
、

砂
田
工
業
が
会
社
を
事
実
上

倒
産
さ
せ
、
雇
用
責
任
を
放

棄
す
る
形
で
新
会
社
越
智
工

業
を
つ
く
っ
た
。
裁
判
で
は
、

①
解
雇
が
正
当
だ
っ
た
か
、

②
今
ま
で
雇
わ
れ
て
い
た
会

社
と
新
会
社
が
同
人
格
で
あ

り
地
位
確
認
の
必
要
が
あ
る

こ
と
を
主
張
し
、
松
山
地
裁

で
２
つ
が
認
め
ら
れ
た
の
は

大
き
な
成
果
。
労
働
者
の
権

利
を
守
り
き
り
、
被
告
の
責

任
を
認
め
さ
せ
、
解
決
金
支

払
わ
せ
る
和
解
を
勝
ち
取
っ

た
」
と
報
告
。
裁
判
原
告
か

ら
「
不
当
解
雇
か
ら
４
年
半
、

悩
ん
だ
が
、
次
へ
踏
み
出
す

こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。

■
自
分
が
子
育
て
中
に
は
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
制
度
も

な
く
親
に
す
べ
て
頼
っ
て
い

た
頃
が
な
つ
か
し
い
で
す
。

夜
間
の
緊
急
呼
び
出
し
…
子

ど
も
の
顔
を
見
て
「
行
っ
て

く
る
ね
」
、
そ
し
て
母
に

「
お
願
い
し
ま
す
」
と
書
き

置
き
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

（
西
予
・
菅
家
）

■
三
女
が
無
事
大
学
を
卒
業

し
春
に
は
社
会
人
一
年
生
。

親
と
し
て
の
役
目
は
終
わ
り

ま
し
た
が
心
配
は
ま
だ
ま
だ

続
き
そ
う
で
す
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
４
月
か
ら
１
年
生
と
な
る

娘
。
通
学
に
片
道
40
分
か
か

る
の
で
、
親
子
共
々
不
安
で

ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
が
、

ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
頑
張
れ
～
！

（
西
予
・
金
繁
）

■
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
っ
て

い
ま
す
。
桜
の
開
花
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。

（
西
予
・
酒
井
）

■
今
年
度
も
も
う
す
ぐ
終
わ

る
。
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年

間
。
昨
年
４
月
に
異
動
し
て

初
の
部
署
で
悪
戦
苦
闘
。
上

司
や
同
僚
・
部
下
、
い
ろ
ん

な
方
に
助
け
ら
れ
何
と
か
一

年
。
感
謝
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

■
自
宅
の
階
段
か
ら
６
段
く

ら
い
滑
り
落
ち
、
肘
は
痛
い

し
、
太
も
も
は
ゾ
ン
ビ
色
で

す
。
先
日
前
厄
除
け
に
い
っ

た
の
で
、
頭
を
打
た
ず
に
済

ん
だ
の
だ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

解
釈
し
ま
す
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

■
今
回
の
パ
ズ
ル
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
親
し

め
る
、
そ
し
て
た
め
に
な
る
！

紙
面
作
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
内
子
・
大
田
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４８２号 ２０１７年 ３月１５日

■
４
８
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
」
で
し
た
。
正
解
は
11

通
で
し
た
。
正
解
者
の
な
か

か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

山
岡

昭
彦
（
四
国
中
央
）

白
石

聡
（
今

治
）

大
田

陽
市
（
内

子
）

田
中

春
美
（
西

予
）

横
田

知
大
（
宇
和
島
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
４
月
27
日
【
発

表
】
４
８
４
号
（
５
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①道路舗装に使われる

④＜映画＞撮影の始まりを合図する拍子木

⑦レンジで温めることをこう呼ぶことも

⑧新聞の重要性の低い記事のこと

⑨ある箇所を飛ばして先へ進むこと。

ＣＭを○○○○する

【タテのカギ】
①相手に向けて下まぶたを引き下げ、侮蔑の

意をあらわす身体表現。舌を向かって出す

②舌と舌とをからめ合う熱烈なキス。ディー

プキス

③ミ○○、あ○○、○○センブルク

⑤黄金の色。中尊寺○○○○堂

⑥仲間。集団。○○○○ホーム

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

心
と
職
場
の
健
康
診
断
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


